
岐阜大学 

応用生物科学部 
在来水生生物保全池 ざいらいすいせいせいぶつ 

ほぜんいけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
http://www1.gifu-u.ac.jp/~zoology/contents/hcc/hcc.html 

現在の飼育動物 
 

ニホンイシガメ 
（日本固有種） 

 

クサガメ 

 

ミシシッピアカミミガメ 
（環境省・要注意外来生物） 

 

カスミサンショウウオ 
（岐阜市条例・貴重野生動植物種） 

 

在来水生生物保全池（屋外飼育施設）は，主に岐阜

市内のニホンイシガメとカスミサンショウウオを保全するた

めに，その保護増殖と調査研究，さらには普及啓発を行うこ

とを目的として作られた場所です。 

 

2010 年夏から始めた岐阜大学地区でのカメ調査で，大学

周辺は要注意外来生物のミシシッピアカミミガメ（ミドリガ

メ）に占拠され，在来のニホンイシガメは絶滅寸前だという

ことがわかってきました。一方で，岐阜高校が，2006 年か

ら絶滅危惧種のカスミサンショウウオ（岐阜市条例指定貴重

野生動植物種）の保全活動に本格的に取り組んでいます。こ

のように，身近にいたはずのニホンイシガメやカスミサンシ

ョウウオが危機的な状況にあることが分かり，両種を保全し

て，さらに研究を行ったり，現状を伝えたりする場を作りた

いと考え，昨年から少しずつ学生や教員の手で，工事業者さ

んの協力も得ながら工事を進めてきました。 

 

この保全池での活動は，岐阜高校や岐阜県世界淡水魚園水

族館アクア・トトぎふ，岐阜市役所自然共生部自然環境課な

どのご協力とご指導をいただきながら進めていきます。活動

の概要は，随時，応用生物科学部生産環境科学課程応用動物

科学コースの HP で紹介しています。保全池が完成するまで

の様子も紹介しています。 

 
池の管理人 K より  



 

 

 

 

 

 


